














































総務省が 2003 年 3 月に策定した「アジア・ブロード
バンド計画」2) において、我々が開発した 3D-HD リアル
タイム伝送システムの技術と運用ノウハウがアジア諸国
間における医療格差の解消に有効であるかどうかを検証
するため、2006 年から 3 年間、シンガポール及びタイ
を相手国とする眼科遠隔医療の実証実験を行った 3)。そ
の事前実験として、2006 年にシンガポールで開催された
Asia Pacific Academy of Ophthalmology（APAO） に
おいて、シンガポールの National Eye Center で筆者が
執刀する硝子体手術を、同センターから約 3 km 離れた学
会会場へ立体ハイビジョン（3D-HD）でライブ伝送する
という世界初の試みを行った 3)。40 Mbps の専用回線で
施設間を接続し、3D-HD リアルタイム伝送システムを用
いて送信した。次に、同年から旭川医科大学病院遠隔医療
センターとシンガポールの National Eye Center 及びタ
イの Chulalongkorn University を接続した 4)。旭川医科
大学病院遠隔医療センターから東京までを情報通信研究機
構が運用する JGN2 ネットワークで接続し、そこからシ
ンガポール及びタイまでを 2006 年 1 月に開通したアジ
ア・ブロードバンドネットワークで接続した。通信速度




Abstract：We have been providing international telemedicine services since 1996 by utilizing the know-how 
and equipment developed and practiced for telemedicine and telecare in Japan.  We have so far connected to 
the United States, China, Singapore, and Thailand, and demonstrated that our 3D-HD real-time transmission 
system is effective in mitigating healthcare disparities among the countries.  We are also implementing a 
project under the agreement with the Chinese Ministry of Health, in which the network centered in the 
Telemedicine Center of the China-Japan Friendship Hospital (Beijing) is gradually expanding and beginning 
to produce tangible results.  We intend to continue building a larger network to share advanced medical 
technologies of various countries by not only connecting Japan and its partner countries but also by assisting 
the development of telemedicine and telecare within our partner countries.
Keywords：telemedicine, 3D-HD, Asia Broadband Project, live surgery, FTTH











































































































研究．2012．（2014 年 3 月 28 日引用）．
 URL: http://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/
linkdata/h24_05_houkoku.pdf
11） ITU-T．Recommendation H.265．High efficiency 
video coding．2013．
施した研修によって各病院の技術者を育成した【図 3】。




















ここで言う固定ブロードバンドとは 256 kbps 以上の通








用する遠隔医療システムは、HD 映像を数百 kbps で伝送
する能力は持っているものの、実用的な画質を得ることは
難しい。ただし、従来方式よりも高い圧縮率が期待でき
る H.26511）であれば、低速回線でも実用品質が得られる
可能性がある。今後の更なるネットワーク拡大に向けて、
H.265 が国際間の遠隔医療に有効となるかどうかを検証
していきたい。
一方、国際遠隔医療の運用に関しては、いくつかの課題
がある。相手国が英語圏である場合、コミュニケーション
を行う上で言語が障壁となることは少ないが、それ以外の
国と交信する場合は、通訳を挟んだコミュニケーションを
余儀なくされ、通訳者が医療に関する知識を持つことが円
滑なコミュニケーションを行う上で重要となる。そこで
我々は、交信の前に必ず通訳者との事前打ち合わせを行い、
支援対象となる症例や治療法についての予備知識を持って
もらうようにしている。
5. まとめ
本稿では、旭川医科大学が 1996 年から取り組んでい
る国際間の遠隔医療を紹介し、3D-HD による遠隔医療が
アジア諸国間における医療格差の解消に有効であることを
述べた。中国衛生部との間で進める「中日遠隔医療プロジェ
クト無償援助協定」では、我々が設立を支援した衛生部中
日友好医院の遠隔医療センターを中心に、ネットワークが
少しずつ拡大し始めており、プロジェクトの成果が徐々に
表れてきている。今後も、各国の先進医療技術を共有でき
るネットワーク構築を進めていく予定であるが、日本と相
